



















































































































































































『最近５年間幼稚園・保育園教職員児童虐待および暴力現況』資料によると，幼稚園は 2014 〜 2017
年に 818 件，保育園は 2013 〜 2017 年に 2,356 件の児童虐待事故が発生したことが明らかになった
（表２）。
民間保育施設への不信は，家庭で養育手当を受けることがよいという認識をもたらしてきた。実
際，韓国では，本格的に保育施設が拡大し始めた 2005 年以降，わずか 3 年後の，2008 年に養育手
当制度を導入した。その後，対象と支給額を増やし，2018 年現在，全体の年間保育予算の 20％を
占め，保育サービスを補完するよりはむしろ，代替する現象まで現れている（保育統計，2018）。図
年度 2013 2014 2015 2016 2017 ＊＊
保育園 232 295 427 587 815
幼稚園 ─＊ 99 203 240 276
合計 232 394 630 827 1,091
表２　最近５年間幼稚園・保育園教職員の児童虐待の現状












































































































































































死角地帯を多く生み出す主な原因となっている。韓国は 2016 年の基準年平均労働時間が 2,069 時
間で，OECD 34 カ国のうち，メキシコの次に最長の労働時間水準である（次頁図３）。男性を中心
に長時間労働の社会的文化が広範囲であることがわかる。女性でも週 40 時間以上の労働者の割合






































すなわち，社会的には，2013 年以来，無償保育システムが整い，すべての 6 歳以下の子どもたちが
保育施設を利用することができる基盤が用意されたにもかかわらず，（現在すべての子育ての負担





族の最終的な保育方法の決定に制約を加え，50 〜 60 代の女性の非自発的孫ケア選択と再家族化の
傾向を再生産・強化する。
本節は，このような矛盾した現実の過程を示すために，50 〜 60 代の女性（祖母）を対象に，深層




















番号 ケア対象 利用サービス ダブルケア状況




事例 2 実家の母（83），息子側の孫（女・10） なし
実家の母のケア（3 年間同居，膝軟骨が擦れて歩けない）と
息子側の孫ケアを同時にしている。






事例 4 姑（82），娘側の孫（女・4） 幼稚園
娘の家に通いながら孫ケア。年老いた姑も同居しながらケ
アをしている
事例 5 義父（99），孫（女・小 1） 老人ホーム
働く嫁の 3 ヶ月の育児休職後から孫娘のケア。息子夫婦と
結婚時から同居中。義父は 3 年前から老人ホームの訪問 
介護。
事例 6 実家の母（90），孫（女・3 ヶ月） 老人ホーム
ベビーシッターで働いていたが，娘が孫をみてほしいとの
ことで仕事をやめる。平日は娘の家に行き，孫娘をケア。
























事例 11 実家の母，息子側の孫（女・6 ヶ月） 療養病院
息子の孫娘ケア（義理親と半分ずつ分担。週 2 回訪問）。実
家の母ケア（ホスピス病棟へ毎週 1 回訪問）。
















































































































































































年）女性に労働 ‐ ケア ‐ 余暇／リラクゼーションを均等に享受することができる自由を，男性には
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